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つくば市手続アセスメント調査・結果概要

調査概要

調査期間 2021/11/04 ～ 2021/12/28

対象課数 85課

対象手続 対外的に行われる申請等（法定・独自含）
（申請、届出その他の市の機関に対して行われる通知、提出等を
指す）

調査工程 1. 調査票・調査項目表の作成
2. 各部局の調査実施
3. 調査結果データのクレンジング
4. 調査結果データの可視化

結果概要

手続種類数 2,287種類

年間受付件数
（推定）

1,357,294件
（実数が入力されていない手続に関して推定値を使用）



つくば市
手続アセスメント概要
※公開版



1. 手続を行う対象者



２. 行政サービスカタログ カテゴリ（Universal Menu®) の割合



３. 年間受付件数（推定）と手続種類数の関係性 その１

上位
8手続きが

年間処理件数の
約50%を占める

■8手続き種類の内、未電子化手続きは以下5種類
・軽自動車税納付
・体育施設許可申請
・マイナンバーカード交付
・納入
・有料公園施設許可申請



４.年間受付件数（推定）と手続種類数の関係性 その２



５. オンライン手続件数



６. オンライン化の障壁：書面等の紙媒体提出要否/根拠

18％

他市事例
40％

25

30

58



７.オンライン化の障壁：手数料・使用料の要否、納付方法

他市
2手続



つくば市
手続アセスメント分析例
※公開版



つくば市の行政手続対象者別比較分析

• つくば市住民による行政手続きでは、個人を対象とする手続、および法人を対象とする手
続、ともに、年間100件以上の手続受付件数を有する手続きは2.5割以下であった。

• 個人を対象とする手続では約7.5割、法人を対象とする手続では約8.7割の手続は、手続を実
施する年間件数が100件未満であることから、手続オンライン化の費用体効果の指標として、
オンライン化利用件数以外の指標を設計するとよい。

• 書面および対面を必要とする手続は、個人を対象とする手続に多い。

• 法人を対象とする手続の場合、対面が不要である手続きが7割以上を占める。

個人を対象とする手続 法人を対象とする手続

手続種類数 1589種類 1311種類

年間手続受付件数
100件以上

400種類（25％） 180種類（13%）

オンライン化済み
（一部オンライン化含）

60種類（4%） 30種類（2%）

書面を必要とする手続 1223種類（77%） 916種類（70%）

添付書類のいる手続 701種類（44%） 684種類（52%）

対面の必要な手続 1374種類（86%） 322種類（24%）

推定保証レベルA・B
（本人確認の強度が高い）

933種類（59%） 544種類（41%）



本人確認手法の推定保証レベル分析 その１

国の定める保証
レベル

手続のリスク影響度か
ら保証の強度を規定し

たもの

推定保証レベル
窓口で行われている本
人確認から保証の強度
を推定したもの

身元確認保証
レベル

当人確認保証
レベル

身元確認手法

当人確認手法

意思確認手法

利用者の不便・苦痛

機関の信頼失墜

利用者の金銭的被害

機関の賠償責任

公共の利益

個人情報の漏洩

法律違反

手続に関するリスク

リスク影響度から
各レベルを導出

保証レベルから手続の特性や
認証方式によってオンライン
手法を選択

押印

記名押印

個人番号等の照合

原本の提出

同意書へのチェック

対面での手続

書類の郵送

実施していること

いずれかに分類し、
保証の強度を点数化

※あくまでもオンライン化
優先度を決めるための指標
として設定



本人確認手法の推定保証レベル分析 その２

つくば市福祉部高齢福祉課の手続のうち、手続対象が個人で
推定保証レベルD「特筆した本人確認を求めない」手続の一覧は以下の通り



手続きの年間受付件数300件以上で、且つ、手続対象が個人である手続きの一例を以下に示す。

つくば市スマートシティアプリでの行政手続き情報提供推奨一覧


